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技術 報告編

農村公 園 に お ける生育の異なる樹木の植栽基盤の 比較

Comparison 　of 　Planting　 Ground　 among 　Different　Growth 　of 　Trees　in　a　Rural　Park
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1，は じめに

　一般 に，公 園樹木の植栽基盤は，重機等による造成時

の締め固めや踏圧な どにより根系の 生育を阻害し， しば

し ば植栽樹木 の 生育不良を引き起 こ して い る 1’4
。 とこ ろ

が，これまで植栽基盤につ い て ，例えば緑を創る植栽基

盤 励や，緑化事業におけ る植栽基盤整備マ ニ ュ ア ル diで

は，都市公園，
一
団地の住宅地，道路開発にともなう緑

化 を対象 と して い るよ うに，都市公 園や道路緑化を中心

に研究され ， 農村公園につ い ては研 究対 象にされ て こな

か っ た。 農村公 園周 辺 で は 田畑や森林などの 自然が豊か

で あ る ため ，植栽基盤につ い て論 じ られ な か っ た こ とに

起因するか もしれない 。

　筆者は 2004 年 4 月か ら栃木県塩谷地方の中山間地域

振興担当 とな り， 塩谷町 の職員か ら農村公 園（羽谷久保親

水公 園）に つ い て ， 公園内の樹木の 生育が悪い こ と， 維持

管理して い る住民の 意欲が減退して い る こ となどにっ い

て ，何とか改善で きない か と相談を受けた。栃木県塩谷

町 に ある羽谷久保親水公 園 は 栃木県が事業主体とな り平

成 9年ふるさと水と±ふれあい 事業に より，ホ タル 水路

とあわせ て親水公園
一

式が整備された の
。 整 備後，塩谷

町に財産委譲され ，塩谷町で維持管理を行 うことに な り，

住民参加型 の 事業趣旨に より平成 10 年 か ら地 元組織で

ある i羽谷久保清流 を守る会］に管理 を委託 して い る。

羽谷久保清流を守る会は現在 の とこ ろ，地元 で ある羽谷

久保区全戸（20 戸）が加入 して お り，将来的には区外か ら

もメ ン バ ーを受入 れ，活動エ リア も拡大 して い く予定 で

あ る 8）．

　当公園で は 当初は ホ タル が多く飛び交い ，生育調査や

鑑賞会等を数年間実施 して きた 。 しか し，当公 園よ り上

流部の水路をまたく矯 梁工 事 で排水が誤っ て流出し，水

路の 生き物が死んで しまっ て からは ホ タル があま り飛ば

なくなっ て しま っ たそ うで ある（現在は地道な活動の 結

果 ， 徐々 に回復 して きて い る）。また ， 公園内に は 主に オ

オ ヤ マ ザ ク ラ（ftunus　satgenin
’
Reh 〔1．）（以下，サ ク ラ）を

中心に植栽され たが ， サ ク ラ につ い て は，生育良好な植

栽木は
一

本 しか なく， 他の 植栽木は枯死 また は先端が枯

死 して い る状況で あ る 。 公園完成後，地元組織 も自主的

に樹木の植栽を行 っ たが，その樹木も生育が不良である。

これ らの 状況によ り， 地元組織 の 公園へ の愛着が低下し

て きて お り，維持管理を形式的に行 うようになっ た（写真
一1）。

　したが っ て，樹木 の 生育不良の 原因を解明す るこ とも，

地元住民の 疑問の
一

つ を解消す るとともに ， これか らの

地元組織の 維持管理活動にプ ラス になると考えられ る。

そ こ で本研究では，羽谷久保親水公園で の 樹木 の 生育不

良の原因を解明する
一
環として，植栽基盤土壌の 物理性

と化学性を測定した の で報告する。

2，調査地の概況

　調査地は栃木県塩谷町にある羽谷久保親水公園 で あ

り，水田と ヒ ノキ人 工林に隣接 した い わゆる農村公園 で

ある（図一D。こ の 場所 は以前水田であ っ たとこ ろに町内

の 良質の 公共残土（森林土壌）を盛士 して造成された。当

公園造成時に 植栽 された生育良好と不良なサ ク ラの 植栽

基盤を調査 した（以下 ， 生育良好なサクラをサ クラ良 ， 生

育不良なサクラをサクラ不良 とし， 両個体を調査支橡 と

した）（写真一2）。サクラ良お よび不良の 樹高 ， 胸高直径 ，

樹冠幅を表・1 に示す。

サクラの 植栽 が簸も多かっ たが，

桜

写真一1 公園内に植栽されたサクラの 生育状況
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図一1　 栃木県塩谷町羽谷久保親水公園の概況

顕 獻
焔

表一1　 サクラ良および不良の樹高，胸高直径 樹冠幅

　 　 　サ ゲ ヲ不 良

（生 育年 良なザ クラ の生 育基 盤）

サ クラ 良

写真一2 調査区の 生菁状況と植栽基盤

対象木
樹 高　　胸高直径 　樹冠幅 （畏径 × 短径）

（cm ）

サ クラ良 432 6．7 390 ×340

サクラ不 良　 　 475 7，7 170 ×210

3 ．調査方法

　調査木の 生育状況は ， 樹木活力評価（在来法に よ る 8 項

目 4 ラ ン ク評価）D を行っ た 。 各調査木および植栽エ リア

外にそれぞれ幅 lm，深さ 1m の土壌断面を作成し，土

壌断面調査を行っ た。長谷川式土壌貫入計 9） に よ り土壌

深 60   1 まで の 土壌硬度（軟らか度）を測定した。現場透

水試験に つ い て は，長谷川 1  を参考に して ，複式シ ョ

ベ ル で 土壌深 48cm の 穴 を掘 り
，

一
定時間後 に 水位 の 低

下を読取 り， 安定 した と きの 減水能を最終減水能 として

測定 した。また ， 各層位の 土壌 を 4 地点 で 採取 し，採取

した土壌の pH（H20） （生土 ；H20； 1 ；2，5）をガラス 電

極法（堀場製作所 pH メ
ー

タ
ーF’23）ID で，　 EC を 1 ：5

水浸出法 切 で それぞれ測定 した。

4 ．結果と考察

　生育調査結果を表・2 に 示す。活力度に つ い て は 1〜4

の 範囲内で ， 数字が大きい ほ ど生育不良で ある こ とを示

して い る D
。 サ ク ラ良の 活力度は 1．3， サクラ不良の 活

力度は 3．6 で あ り， サ ク ラ良は樹木 の 生 育が 正 常で
， サ

クラ不良は不 良で あ るこ とが わかる。

　土壌断繭調査 の 結果を表
一3 に示す。 当公園は造成 され

た場所で ある こ とか ら，層位を地表面か ら順に 1，ll，
皿 とした。各調査木，各層位の 土色 土性ともに 問題 は

なか っ た。サ ク ラ不良で も壌 深 10〜15   以下で 壁状

構造で あっ た が，こ れ につ い て は指漂硬度に も表れ て い

るとお り問題 の ある数値 で は なか っ た。各調査木 ， 各層

位 ともに水湿状態は潤か ら湿 で あ り， サクラ不良で はm

層で 還元臭が ひ どく， サクラ良で も土壌深 70cm 以深 で

水が沸い てくる状況にあっ た。サク ラ良で は表層部で は

根系が多い の に対 し，サ ク ラ不 良で は根鉢が 土壌深

20cm 付近にあり，古い 根は桔死 して い た。また，サ ク

ラ不良で は表層部の 根系がサクラ良よ りも少なく，根系

が 発達で きな い 要因 の ある こ とが わ か っ た。な お ， 当公

園 の 植栽エ リア外 の 土壌断面 に つ い て も，H 層 で はサ ク

ラ不良の 皿 層 と同様，選元臭があっ た 。

　土壌の軟らか度につ い て図
・2 に示す。 緑化事業におけ

る植栽基盤マ ニ ュ ア ル 6） の長谷川式貫入計による軟ら

か さ（硬 さ）の 判定基準 に よる と，軟らか度（c皿 ノdrop）に つ

い て 1．5〜4．0 で は根系発達 に 阻害がなく，特に 1．0 以下

で は 阻害があ る として お り，サ ク ラ 良 は概ね根系発達に

障害がなく，サクラ不良は概ね根系発達に障害が ある硬

さで あるこ とが わか っ た。 「 般的に ， 重機に より造成さ

れた公園で は ， 過度の 転圧に より土壌が締固められ，排

表
一2 生育調査結果（活力度〉

活 力 調 査
対象 木

樹勢 樹 形 　　枝葉密度　　枯損 　　 伸長量　　葉色 葉 形 　 葉の 大 きさ　 活力 度

サ クラ良 2 2 1 1 1 1 1 1 1．3

サ クラ不 良　　 　4 4 4 4 3．5 3 3 3．5 3，6
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表一3 土壌断面調査結果

対象木 層位 層厚　　層界の状態　　i 色 よ性 ±壌構造　水湿状態

（。m ）

サ クラ良 1 28酎34 漸 7．5YR3 ！3　 　 壌土

10YR4 〆4　 　 埴壌土

団粒 状

塊 状

湿

湿

サ クラ不 良 1

∬

10・−1580N82 漸

明

7．5YR2 ／2　　 埴± 　　　団粒 状

10YR3〆3　 埴土 （砂 利 含）　 壁 状

10YR2〆2　埴 土（砂利 含）　　壁 状

潤

潤

湿

（植栽工 1
丿ア外）　　 1

　 　 　 　 　 　 　 　 ∬

10〜13 明 2．5YR714　　 砂土

10YR2！2　　 埴壌±

団粒状

壁 状

湿

艮

対 象 木 層位 石 礫　　指標 硬虔 　圧 入抵抗
＊
　 堅密 度 根 系 備考

（  ） （ki
’
a）

サクラ 良 IH 小礫 あ り　 　 6．4
小 礫富む　　 10．9

70158 軟

軟

い

り

多

あ 70cm地下 水位

サ クラ不 良 1

∬

皿

　 な し　 　　 5．1

中礫 富 む　 　 16．5

中礫 富む　　 15．9

51366338 軟

堅

堅

あり

あり　　根鉢20cm付近にあり，宵い 根は枯死

なし　　　　　　　還元 臭あり

（植栽 エ リア外）　　 1

　 　 　 　 　 　 　 　 矼

小礫あり　　 4，9

中礫 富 む　　 19．2

49549 しよう

竪

し

し

な

な 選元 臭 あり

de
，由中式 土壌硬度計za　iSl｝U よる。

　 　 　 軟らか度 （cmfdrop ）
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図一2 土壌の 軟らか度

水や植物 の 生育不良とな りやすい。当公園でもサクラ不

良で は重機による造成の 影響を受けて い ると考えられる。

　土壌の 透水性につ い て 図
一3 に示 す。緑化事業に おける

植栽基盤マ ニ ュ ア ル elの 透水性の 判断基準に よると，最

終減水能（mmlh ）につ い て，100 以上で 良好，30〜100 で

可，30 以下で 不良としており， サ クラ良は良好 ， サクラ

不良は不良であっ た。各調査木の 最終減水能は大幅に異

なり，根系の発達に大きく影響 して い ると考えられる。

サ ク ラ 良で は土壌深 70   以深 で 水が沸い て くる状況で

あ っ た。しか し，すぐ近 くに用水路が流れて い るため，

土壌深 7（  以浅では水通 しが良い と推察される。

　土壌の 化学1生につ い て 表
・4 に 示す 。 pH （H20）の 値 は サ

ク ラ良で 5．1〜5．6，サク ラ不良で 5．9〜6．2 で あっ た。

EC の 値は サ ク ラ良で 25〜40μ S！  ，サ ク ラ不 良で 63
〜 93 μ S〆cm であっ た。　pH （H20），　 EC ともに緑化樹（オ

オヤマ ザクラ）の 生育に問題 とな る値で はなかっ た 1aj
。

5．まとめ

　以上の こ とか ら，サ ク ラ不良で は  根鉢が深すぎた こ

と，  土壌深 10（  以深で は根系発達に障害がある硬さ
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図一3 土壌の透水性

サ クラ不 良

で あるこ と，   最終減水能が 3mm ／h と水 が ほとんど排

水 で きない 劇竟で ある こ とにより生育不良にな っ てい た

こ と，

一
方，サクラ良で は土壌深 70cm 以深 で 地下水位

となっ て い る が，  根系発達 に 障害がない 硬 さで ，   最

終減水能も 171mm ／h と撲水 に優れ て い る環境で ある た

め ， 樹木が正常な生育状態であ っ たことが明らか となっ

た 。

　農山村地域で は 田畑や森林が当た り前の よ うに存在 し

て い るため，これまで農村公園の植栽基盤につ い て関心

が低かっ た 。 しかし，近年行政 で は公園につ い て，当公

園の ように地域で管理する こ とを奨励 して お り（例えば

川 崎市 1励 〉，当公 園の よ うな生育不 良の樹木が多い と，

地域管哩浩動にも負の 影響を与えか ねない 。本研究によ

り， 農村公園 で も都市公園と同様 ， 重機等による造成時

の 締め固めや踏 旺 などにより根系 の 生育を阻害 し，植栽

樹木 の 生育不良を引き起こ してい るこ とが明 らかにされ

た。今後は さらに調査本数を増やし，同様の 問題 を有す

る麟 松 園における鮴 の 生育状況を把握するとともに，

植栽樹木の 生育不良の 原因につ い て も明らか に して い く

必要があ る 。
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表一4 土壌の 化学性

対象 木 層 位 pH
桝

EC
＊‘“

（μSfcm）

サクラ良 1

且

　 　 　 ＋l　 　　　　 　　　　 　　　　 　　 ＊の

5．10±O．31　　　 25．2土4，16
　　　 のe　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆホ
5．55士0，04　　　　39，9士256

サ クラ 不 良 工

∬

皿

5．90士 0，12　　　　63，8± 12，1

6．15±0．06 　　　　62，9士11．4

6．20圭0．02　　　　93．α士3．82

＊

，
“＊

はサク ラ良とサ クラ不良の 各層位 の 平均値間に有意

差があ る こ とを示す（鹸 定，
“

，p く0．05 ；
＊ k
，　pくO．Ol）（tl＝ 4）。

dev“「k
，平均値±標準偏蕩
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